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担子菌由来Ｔ１タイプリボヌクレアーゼの腫瘍細胞生育阻害作用表 題

悪性腫瘍治療剤適用製品

抗腫瘍細胞作用のあるリボヌクレアーゼの提供。目 的

キノコの１種であるヒラタケから厳密にRNAのみを分解するリボヌクレアーゼ（RNase）の
うち，分子量１万程度でカビ，細菌などの下等生物のみが有するRNase T1 ファミリーに
属し，熱およびｐHに安定な酵素RNase Po1 を得た。このRNase Po1 を大腸菌で発現さ
せ，発現タンパク質を均一な標品に精製し，ヒト神経芽腫細胞に作用させた。

RNase Po1 は，終濃度3×10-6 M でSK-N-SH 細胞は約40％，IMR32細胞では数％ま
で細胞数を減少させ，RNase Po1 はIMR細胞に対し強い生育阻害作用を有することを発
見した。対して、真菌由来のRNase T1 にて同様の実験を行ったところ、SK-N-SH 細胞，
IMR32細胞で70-80%までの細胞生育阻害作用にとどまり，RNase Po1に比較して弱かっ
た。
RNase Po1は，分子量も１万とタンパク質としては小さいことから医薬品としての開発が期
待できる。また，等電点も他の同類のRNase と異なり，塩基性であるので細胞内への移
行も良いことからも有用な抗腫瘍剤として有望であると考えられる。
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